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以下，その理由を述べる。
１ 投票価値の平等と選挙制度の憲法適合性審
査
国会議員の選挙における投票価値は選挙を行う
国民の権利の内容をなすものであるから，それが
平等であることは，国権の最高機関である国会を
全国民の代表である議員により構成するための基
本原理として憲法の要求するところであり，選挙
制度の決定にあたって考慮されるべき最も重要か
つ基本的な基準である。
選挙制度の決定にあたって，投票価値の平等は，
それが唯一絶対の基準ではないことは当然である
が，このような憲法上の価値を内容とするもので
ある以上，非人口的要素によって投票価値の平等
に譲歩を求めるについては，その理由が憲法上の
価値や技術的な制約等による合理的なものでなけ
ればならない。投票価値に一定の較差を生じさせ
る選挙制度が国会の正当に考慮できる目的との関
連において投票価値の平等の要請と調和的に実現
されたか否かの判定を内容とする選挙制度の憲法
適合性の審査は，そのような較差を生じさせる事
由について，上記の観点からの合理性の検証を要
するものというべきである。
２ 合憲性審査の判断枠組みにおける合理的期
間内の是正
衆議院議員の選挙における投票価値の平等の問
題についてのこれまでの当裁判所大法廷が，{定
数配分規定又は区割規定が投票価値の較差におい
て憲法の投票価値の平等の要求に反する状態（違
憲状態）に至っているか否か，|その状態に至っ
ている場合に，憲法上要求される合理的期間内に
おける是正がされなかったとして定数配分規定又
は区割規定が憲法の規定に違反するに至っている
か否か，}当該規定が憲法の規定に違反するに
至っている場合に，選挙を無効とすることなく選
挙の違法を宣言するにとどめるか否かという段階
を経た判断枠組みを採用してきたことは，多数意
見３^ア前段の指摘するとおりであり，私も，上
記の判断枠組みには賛同するが，多数意見とは，
上記|の段階の審査において意見を異にするもの
である。
衆議院議員の選挙制度が違憲であるとして選挙
の効力を争う訴訟において，上記の判断枠組みに
よる合憲性審査を行い，合理的期間内における是

４ いわゆる事情判決の法理について
行政事件訴訟法の事情判決の規定は，公職選挙
法の選挙の効力に関する訴訟について準用を排除
されており，通常の選挙無効訴訟では，選挙無効
の原因がある限り判決は選挙を無効とするものと
なり，違法であるが無効とはしないという判決は
ありえない。しかし，投票価値の平等の侵害を理
由とする選挙無効訴訟は，公職選挙法所定の選挙
無効訴訟の形式を借りて提起することを認めるも
のとされているものであり，従来の大法廷判決が
採用してきたいわゆる事情判決の法理も，行政事
件訴訟法の規定そのものの適用によるものではな

正がされなかったとしたのは多数意見の引用する
最高裁昭和51年４月14日大法廷判決を嚆矢とす
る。
その後，多数意見の引用する最高裁昭和58年11

月７日大法廷判決，最高裁昭和60年７月17日大法
廷判決（以下「昭和60年大法廷判決」という。）及
び最高裁平成５年１月20日大法廷判決（以下「平
成５年大法廷判決」という。）が合理的期間内にお
ける是正がなされたか否かについて判断を示して
いるが，そこでは「人口の異動は絶えず生ずるも
のである上，人口の異動の結果，右較差が拡大す
る場合も縮小する場合もありうるのに対し，国会
が議員定数配分規定を頻繁に改正することは，政
治における安定の要請から考えて，実際的でも相
当でもない」（平成５年大法廷判決）ことをもって，
投票価値の不平等が違憲状態であっても，是正の
ための合理的期間が経過していなければ違憲とは
いえないとする理由としている。
どの程度の期間をもって合理的期間とみるかに
ついては，これらの大法廷判決は，前回の改正か
らの期間，あるいは国政調査等によって投票価値
の較差が判明してからの期間を目安としている
が，平成23年大法廷判決は，区割基準のうち１人
別枠方式に係る部分は，それ自体，憲法の投票価
値の平等の要求に反する状態に至っているが，多
数意見の引用する最高裁平成19年６月13日大法廷
判決が，平成17年の総選挙の時点における１人別
枠方式を含む区割基準及び選挙区割りについて憲
法の投票価値の平等の要求に反するに至っていな
い旨の判断を示していたことを考慮して，憲法上
要求される合理的期間内に是正がされなかったも
のということはできないとした。すなわち，ここ
では，単に，投票価値の較差を問題とするにとど
まらず，１人別枠方式という区割りの方式自体に
ついて遅くとも前回選挙（平成21年８月30日施行）
までには違憲状態となっていたことが示されたの
であり，それが合理的期間内に是正がされたか否
かについては，司法による確定判断が示された時
点からの期間が具体的な基準となると解される。
さらに，平成23年大法廷判決は，立法府がなすべ
きことは，是正のための合理的期間内に，できる
だけ速やかに本件旧区割基準中の１人別枠方式を
廃止し，旧区画審設置法３条１項の趣旨に沿って
本件区割規定を改正する（旧区画審設置法３条１
項が選挙区間の人口の最大較差が２倍未満として
いることについては，平成23年大法廷判決は投票

価値の平等に配慮した合理的な基準を定めたもの
としている。）など，投票価値の平等の要請にかな
う立法的措置を講ずることが必要であるとして，
行われるべき改正の方向についても指し示してい
るのである。
選挙制度の改正について国会には広範な裁量権
があるが，現在問題となっている投票価値の不平
等については，前記のように既に平成23年大法廷
判決において，その主要な原因である１人別枠方
式の廃止と新基準による選挙区割規定の改正とい
う，行うべき改正の方向が示されており，改正の
内容についての裁量権はこの範囲に限定されてい
る。また，改正の時期についても，できるだけ速
やかに行われるべきは当然である。すなわち，１
人別枠方式を廃止し旧区画審設置法３条１項の趣
旨に沿って本件区割規定を改正するについて複数
の案を採りうるとして，そのいずれを選ぶかにつ
いては国会の裁量に委ねられているが，その改正
をいつまでに行うかについては，通常は，次回選
挙に間に合うように改正を行う必要があり，次回
選挙の時期が迫っていて作業が技術的に間に合わ
ないという特段の事情があれば，次々回の選挙ま
でに改正を行うべきである。しかるに，本件にお
いて，前回選挙から本件選挙までの間に，上記の
特段の事情があったとはうかがわれない。
国会が憲法上要求される合理的期間内における
是正を行ったか否かの判定は，国会が立法府とし
て合理的に行動することを前提として行われるべ
きである。本件選挙の実施までには平成23年大法
廷判決から１年９か月の期間があり，この期間は，
区割基準の改正を経て具体的な選挙区割りの決定
に至るまでには二段階の法改正が必要であること
を考慮しても，国会が立法府として合理的に行動
する限り，前記のとおり同判決において方向を指
し示された改正の作業を行うための期間として不
足するものとはいえない。
以上によれば，本件選挙の時点において，その
選挙の施行の根拠とされた本件区割規定は，合理
的期間内に是正がされなかったものであり，違憲
であるというべきである。
３ 合憲性審査の判断枠組みにおける司法権と
立法権の関係
多数意見３^アは，衆議院議員の選挙における
投票価値の較差の合憲性の審査が段階を経て行わ
れてきており，その根拠が憲法の予定している司

法権と立法権との関係にあるとし，その判断枠組
みのうちの|の段階である合理的期間内における
是正の有無についても，司法権と立法権の関係か
ら評価すべきであるとする。
しかし，憲法の予定している司法権と立法権と
の関係は，上記の判断枠組みによる審査について
いえば，選挙の効力についての判断という}の段
階について主に発現するものであると考えられ，
是正に要する合理的期間という|の段階について
は，従来の大法廷判決でも，判決の理由としては
明示されてこなかったところである。裁判所が選
挙制度を違憲と判断したとしても自らこれに代わ
る制度を定め得るものではなく国会の立法によっ
て行うほかないことは，選挙制度だけでなく，法
制度の多くについてあてはまることであり，政治
の安定性という要素も，平成５年大法廷判決が「国
会が議員定数配分規定を頻繁に改正することは，
政治における安定の要請から考えて，実際的でも
相当でもない」としたように，改正が人口異動に
伴って頻繁に行われるとすれば，という一般論と
していわれたことであって，議員定数の削減や選
挙制度の抜本的改革などの実際の政策的課題との
関係においていわれたものではない。
合理的期間内における是正の有無という前記|

の段階の審査は，当該区割りによる本件選挙の施
行の根拠とされた区割規定が合憲か否かの審査で
あるから，合理的期間内における是正がされたか
否かを判定する対象は，当該選挙時における区割
りそのものの内容であり，当該選挙後にその区割
りを改める改正がされたからといって，そのこと
によって当該選挙時における区割規定の合憲性の
判断が左右されるものではない。

š
—


		2013-12-16T14:48:56+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




